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In recent years, the application of organic materials to electronic devices has been paid attention to.  The 
features of the devices using organic materials are “printable” and “flexible”. However, improving the 
characteristics of organic material devices has become a problem. This study dealt with the property improvement 
of transparent conductive films produced by inkjet printing, using the PEDOT/PSS of organic conductive material. 
To improve the characteristics, a cleaning of the film substrate by UV/O3 and post-deposition annealing were conducted. As a result, the resistance value of the thin films was reduced. But, the surface condition was worsened 
by post-deposition annealing and the visible light transmittance was reduced. It has been found that the surface state 
of the substrate and the temperature of the post-deposition annealing are related to the characteristics of the thin 
films.  
 








して, ソニーは曲率半径 4 mm で巻き取れるフレキシ
ブル有機 EL ディスプレイを実現した 1). また, 有機
材料の持つ生体親和性の高さから医療分野での応用も


































 PEDOT は高分子導電材料の一種であり, その中で
も高い電気伝導度および良好な耐久性を有している. 
PEDOTは本来不溶性であるが, PSSのドープにより溶
液化が可能となった. この PEDOT と PSS の分散体を
PEDOT/PSS と呼んでいる. 本実験では, Heraeus 社製






          
の中でも, 高導電性, 高透明性, 高耐熱性などの特徴
をもっている. PEDOT/PSS 比は 1 : 2.5, 沸点は約
100 ℃, 粘度は25 mPa･s以下, 粒径は50 nm以下とな
っている. 市販のインクジェットプリンタのノズル直
径は約 25 μmであるため, PEDOT/PSSはインクジェッ
ト法での使用が可能である. 図 1 に PEDOT/PSS の分
子構造を示す.  
 
     










プリンタのインクの粘度は 5～15 mPa･s であるのに対
し, PEDOT/PSSは 25 mPa･s程度であるため, 低沸点
溶媒により粘度を調整する必要がある. エタノールは
沸点 78 ℃, 粘度 1.078 mPa･s の揮発性の液体である.  
2.3 エチレングリコール 
 PEDOT/PSS 薄膜の導電率向上のため, 高沸点溶媒
であるエチレングリコールを添加している 8). エチレ




PSS が除去され導電性の PEDOT による導電領域が形


















= 70 : 20 : 10 wt%とした 7).  
3.1 UV/O3洗浄によるフィルム表面の改善 
 UV/O3洗浄には, UV洗浄とUV表面改質の二つの効
果がある. UV 洗浄は, 紫外線の短波長光エネルギー
により, 基板表面上の有機汚染物質の結合を分解する
[図 2(a)]. UV 表面改質は, 紫外線により基板表面層の
分子鎖を切断し, 活性酸素(O3)がそれらと反応するこ




ASM401N)を用い, 洗浄時間は 20 分で行った.  
 
   
(a) UV 洗浄の仕組み 
   
(b) UV 表面改質の仕組み 











          
機(アズワン社製 EOP-300B)を使用した. 温度条件は
エタノールの沸点以上である 80 ℃, 100 ℃, 150 ℃と



















         
















表 1 印刷回数による抵抗値の変化 
 3 回刷り 4 回刷り 5 回刷り
抵抗値 [kΩ] 19.5 11.9 10.2 
 
4.2 UV/O3洗浄によるフィルム表面の改善 




図 6 に得られた薄膜の抵抗値を示す. UV/O3洗浄に
より抵抗値は減少した. UV 洗浄と UV 表面改質によ
り不純物が減少し, 液滴の付着力が向上したためであ
ると考えられる. UV/O3洗浄により抵抗値は 5.8 kΩと









    
(a) 洗浄なし      (b) 洗浄あり 




















表 2 UV/O3洗浄による抵抗値の変化 
 
抵抗値 [kΩ] 
3 回刷り 4 回刷り 5 回刷り
洗浄なし 19.5 11.9 10.2 
洗浄あり 6.6 6.1 5.8 
図 4 印刷回数による抵抗値の変化 





          
4.3 熱処理による透明性と抵抗値の検討 
図 7 に熱処理温度と印刷回数による可視光透過率の
変化を示す. 可視光透過率は, 自然乾燥, 3 回刷りの



























  表 3 可視光透過率の測定結果 
 
透過率 [%] 
3 回刷り 4 回刷り 5 回刷り
自然乾燥 81.00 78.17 77.19 
80 ℃ 80.68 78.81 76.74 
100 ℃ 79.90 78.35 76.48 
150 ℃ 79.93 77.74 75.72 
 













    
(a) 自然乾燥      (b) 80 ℃ 
    
(c) 100 ℃       (d) 150 ℃ 
図 8 熱処理温度による表面状態の変化 






















 表 4 熱処理温度による抵抗値の変化 
 
抵抗値 [kΩ] 
3 回刷り 4 回刷り 5 回刷り
自然乾燥 6.60 6.14 5.77 
80 ℃ 6.96 4.50 2.53 
100 ℃ 4.30 1.82 1.81 




が表れた. 100 ℃の場合については, 抵抗値の大きな
減少がみられた. 80 ℃の場合でも抵抗値の減少傾向












          
100 ℃である. このことから, PEDOT/PSS まで蒸発
してしまった可能性が考えられる. 
抵抗値が最も低くなったのは, 熱処理温度 100 ℃, 
























最も低抵抗値が得られた条件は, UV/O3 洗浄後, 
100 ℃で 5 分間熱処理を行った場合であった. 熱処理
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